
エ藤弥三郎会長 

平川 久治

大川 健一

土岐 安政

今 喜代治

山中喜代司

山中 忠

須崎 悠悦

鳴海 恭治

白崎 秀ー 

秋元 男茶

山中 幸男

阿部 竹美

津田 繁市

須崎ハツエ

杉山 勝蔵

原田 清光 

加藤 康博

元石 美枝

宮崎 与太

今 清比古

佐藤 政一

米谷 勝昭

米谷 健二

桑田 正義

阿部 信ー 

松村 伸一

中村 利宗

今 勝慶

古川 さつ

今 哲五郎 

光
三
春

善

哲
兼
 

田
 

鎌
今
今
 

新堤町一区

新堤町二区

上鍛冶町

下鍛冶町

上中柏木 

〇下中柏木 

【喜良市地区】 

〇更生部落

〇西岩見町

東岩見町 

町

崎
町

立
立
町

木
木
町
町

町

本
派
派

本

柏
柏
 
端

葉
 

林

野
北
下
上

南
上
下
下

川
双
 

〇
 
〇
〇

⑨
 

下
上
下

上
下

本
冷

車
畑
後
上
下

新
 

〇
 
〇
 
〇
⑨
 
〇
 

立
町
町
町
町
町

水
町
中
町
町
町
町
 

日
 
日
 

派

新
新

？
？
 
古
古
誠
 

平
成
十
一
年
度
の
金木
町
行
政

協
力
委
員
会
総
会
が
四
月
二
十
日
、
 

役
場
三
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
 

会
長
に
工
藤
弥
三郎
氏
（
金
木
）
、
 

副
会
長
に
小
野
元
靖
氏
（
金木
）
、
 

須
崎
悠
悦
氏
（
嘉
瀬
）
、
 今
哲
五

郎
氏

（
喜
良市
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
会
は
、
町
行
政

の
円
潤
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
嘱
し
た

委
員
で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次

の
通
り
で
す
。
 

行政協力委員 

,二、町と地域イ主民とのノ、イプ役 
hで、 平成11年度 

行政協力委員 

決まる 

＊印は会長 ＠は副会長 〇は常任委員 

【金木地区】 

本 町 高橋 俊之

栄町一区 西津清一郎

栄町二区 坂本 直弘

田 町 成田 新一

南 新 町 

上山道町 長尾 匡時

駅裏団地 山本 精一 

〇 中山道町一区 中谷 定雄

中山道町二区 角田 由美 

＠ 下山道町 小野 元靖

美晴町一区 今 時彦

美晴町二区 沢田 実

昭和町一区 土岐 毒治 

〇 昭和町二区 角田 金男

神明町一区 阿部 久治

神明町二区 斎藤 直好

朝日町ー区 工藤 初美

朝日町二区 津島 信一

北 新 町 中川 満男

小川町ー区 加賀谷正三 

〇小川町二区 木村不二男

米 町 棟方 亮逸

川 端 町 津島 伸治

寺 町 藤元 昭造

東芦野町 大橋 昭彦 

〇 西芦野町 成田 国雄 

〇 浦 	町 花田柾五郎 

新 富 町 

若松町一区 小野フミエ

若松町二区 秋元 治

若松町三区 蒔田 明徳

若松町四区 対馬 テル 

〇 見 崎 町 竹内 義道 

三 軒 町 吉村 彦一 

下 沢 部 白川 柾弘

旭ケ丘一区 北沢 清一

旭ケ丘二区 原田 博嗣

旭ケ丘三区 梶浦 晴二

大東ケ丘 増田 敏

雲雀ケ丘団地 原田 勇

第二金木団地 工藤 陽子 

＊ 芦野団地一区 工藤弥三郎

芦野団地二区 成田 善蔵

朝日団地 工藤 勇一

上 蒔 田 田中 伸明

下 蒔 田 徳田 政雄

神 原 三上 正

上 藤 枝 小山内正一 

〇 中 藤 枝 工藤武一郎

下 藤 枝 工藤 金光 

〇 湯 の 川 工藤 源次

林 下 白川テイ子

向 道 田中 富雄

女 坂 秋元 年一

上宇田野 1区 泉谷 正幸

上宇田野 2区 泉谷 イキ

下宇田野 1区 浅利 清美

下宇田野 2区 泉谷志津子 

【嘉瀬地区】 

雲雀野団地 福永 宏

東 町 斎藤 彦三

上小栗崎 伊藤 さち 

〇 中小栗崎 伊藤 清治 

〇下小栗崎 伊藤レイ子

上 派 立 花田 明

中 派 立 今 平農 

山
中

角
小
今
沢

土

角
 

谷
田
野
 
田
岐

田
 

精
 

一
 

三
上
下
 

上
 
沢
 
部
 

軒
沢
沢
 

町
部
部
 

田
田
原
枝

枝
枝

川
下
道
坂

蒔
蒔
 
藤

藤
藤
の
 

上
下

神
上

中

下
湯
林
向

女
 

〇
 
〇
 

谷
谷

利
谷
 
永

泉
泉
浅

泉
 

福
 

キ

美

イ
清
 

上
中
 

派
派
 

立
立
 

今
 

(7）広報かなぎ 



森
林
の
歴
史
を
詳
し
く
紹
介
 

、
、
ー
 
資

料
館
 

／
 

ー
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
 

)
 

事
故
な
し

ー
 

非
行
な
し

ー
 

み
ん
な

で
明
る
い
町
づ

く
り
 

さ
わ

や
か

に
航
空
機

清
掃
 

金
木
町
自
衛
隊
協
力
会
 

広報かなぎ（8) 

‘
汚
れ
を
落
と
し
て
機
体
も
 

会
員
た
ち
も
に
っ
こ
り
 

が
ん
ば
り
ま
す
 

四
月
二
十
日
、
芦
野
公
園
内
に

設
置
し
て
あ
る
T
1
2
展
示
航
空

機

（
超音
速
高
等
練
習
機
）
の
清

掃
を
金
木
町
自
衛
隊
協
力
会

（
会

長
H
沢
田
茂
）
が
行
い
ま
し
た
。
 

金
木
町
が
防
衛
庁
か
ら
貸
与
を

受
け
て
六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
 

桜
ま
つ
り
を
前
に
、
き
れ
い
に
な

っ
た
航
空
機
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
会
員
約
二
十
名

は
、
全
長
一
七
・
八
五

m
、
全
l
n
回
 

春
の
地
域
安
全
運
動
総
決
起
大

会
が
四
月
二
十
日
、
役
場
前
駐
車

場
で
開
か
れ
、
防
犯
指
導
隊
員
や

少
年
補
導
協
力
員
、
保
育
所
、
幼

稚
園
の
児
童
等
二
百
人
余
り
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
金
木
地
区
防
犯
協

会
長
の
鳴
海
町
長
が
「
事
故
と
非

行
の
無
い
安
全
な
町
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い

て
山
口
康
男
金
木
警
察
署
長
が
激
 
 

四
・
二
九
m
の
大
き
な
機
体
を
磨

く
た
め
、
は
し
ご
に
の
ぼ
り
、
専

用
の
油
性
洗
剤
と
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
で
汚
れ
の
目
立
つ
と
こ
ろ
を
丁

寧
に
拭
き
取
っ
た
り
、
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
や
草
取
り
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
 

き
れ
い
に
な
っ
た
機
体
を
前
に
、
 

会
員
た
ち
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
整

備
を
続
け
て
大
事
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
地
区
防
犯
指
導
隊
の
山
中
昌

子
嘉
瀬
婦
人
部
長
が
「
明
る
く
住

み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
 一
致

団
結
し
て
地
域
安
全
活
動
を
実
践

し
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
述
べ
た

後
、
参
加
者
た
ち
は
金
木
中
、
金

木
南
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
を

先
頭
に
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
、
防

犯
チ
ラ
シ
や
花
の
種
を
配
布
し
地

域
安
全
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
 

平
成
十
年
度
よ
り
休
館
し
て
い

た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
が
桜
ま
つ

り
初
日
に
合
わ
せ
た
四
月
二
十
九

日
、
森
林
資
料
室
を
設
け
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

以
前
の
太
宰
治
資
料
室
が
資
料

移
転
に
伴
い
空
き
室
と
な
っ
た
た

め
、
林
業
で
発
展
し
た
当
町
の
歴

史
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
後
世

に
残
し
伝
え
る
目
的
で
森
林
資
料

室
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

同
室
に
は
、
の
こ
ぎ
り
や
か
ま

な
ど
山
仕
事
の
道
具
や
曲
げ
物
細

工
 
「ワ
ッ
パ
」
 
の展
示
、
津
軽
森

林
鉄
道
の
歩
み
な
ど
が
分
か
り
や

す
く
パ
ネ
ル
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
桜
ま
つ
り
期
間
中
に
は
、
 

か
つ
て
柾
割
り
競
技
会
で
入
賞
し

た
桑
田
重
雄
さ
ん
に
よ
る
柾
割
り

の
実
演
会
が
行
わ
れ
、
今
で
は
珍

し
い
職
人
の
技
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。
ま
つ
り
期
間
中
の
無
料
見

学
会
時
の
入
館
者
数
は
六
百
八
十

人
余
り
。
 

☆
利
用
案
内
 

●

開
館
時
間
 

午
前
九
時
、
午
後
四
時
 

●

休
館
日
 

十
二
月
二
十
八
日
、
一
月
三
日
 

●

入
館
料
 

一
般
 

百
 
円

学
生

・
高
校
生
 
八
十
円

小

一
中
学
生
 

五
十
円
 

ト
ヒ
バ
の
板
が
み
る
み
る
う
す

く
な
っ
て
い
く
“
柾
割
り
一
 

(
 

(
 



「厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立

金
」
還
元
融
資
資
金
は
、
国
が
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
の
積
立
金
の

一
部
を
地
方
公
共

団
体
に
還
元
融
資
し
て
い
る
資
金

で
す
。
 

当
町
で
も
、
川
倉
地
区
に
あ
る

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
 

二
二
二
、
五
二
二
千
円
の
う
ち
、
 

一
二
五
、
五
〇
〇
千
円
の
融
資
を

受
け
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
中
里
町
に
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
静
和
園
（
金
木
町
、
 

中
里
町
、
小
泊
村
、
市
浦
村
の
共

同
出
資
）
が
進
め
て
い
た
、
旧
館

給
排
水
設
備
改
修
工
事
（
雑
排
水

浄
化
槽
設
置
ほ
か
）
も
、
四
八
、
 

〇
九
〇
千
円
の
う
ち
、

一
三
、
O
 

〇
〇
千
円
の
還
元
融
資
を
受
け
、
 

こ
の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。
 

「厚
生
年
金
・
国
民
年
金積
立
金
」
 

還
元

融
資
 

年
金
額
が
上
が
り
ま
し
た
 

国
民
年
金
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
の
年
金
額

が
四
月
か
ら
変
わ
り
ま

し
た
。
 

国
民
年
金
制
度
で
は
、
 

前
年
度
の
物
価
の
上
昇

に
応
じ
て
年
金
額
の
改

定
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
完
全
自
動
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
、
 

公
的
年
金
の
価
格
は
将

来
に
わ
た
っ
て
目
減
り

す
る
こ
の
が
な
く
安
心

な
の
で
す
。
 

新
し
い
年
金
額
で
の

受
け
取
り
は
六
月
（
老

齢
福
祉
年
金
は
八
月
）
 

の
支
払
い
分
か
ら
で
す
。
 

(9）広報かなぎ 

年 	額（円） 月 	額（円） 

老齢基礎年金 

障害基礎年金（ 1 級） 

(2 	級） 

	

804, 	200 

1, 	005, 	300 

	

804, 	200 

・

ー
【
I

1

0
  

ワー
 3
 
7
【b
  

0
7
0

3
  

6
5
6

0
  

6
8
6

8
  

遺族基礎年金（子 1人） 1, 	035, 	600 

基 	本 804,200 
加 	算 231,400 

(3人目以降） 77, 100 

老齢福祉年金 

（全部支給） 412, 	000 34, 	333 

（一部支給） 317, 	300 26, 	441 

「
太
宰
ゆ
か
り
の
地
」
に
案
内

標
柱
設
置
 

ト
標
柱
の
設
置
作
業
を
行
な
っ

た
会
員
の
皆
さ
ん
 

四
月
二
十
二
日
、
金
木
町
太
宰

会
（
会
長
n
木
下
巽
）
は
、
 一
般

町
民
や
観
光
客
に
太
宰
ゆ
か
り
の

地
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
 

町
内
四
箇
所
に
案
内
標
柱
を
設
置

し
ま
し
た
。
 

こ
の
標
柱
は
、
昨
年
九
月
よ
り

設
置
計
画
が
進
め
ら
れ
、
同
会
理

事
の
大
橋
雅
明
さ
ん
よ
り
寄
贈
さ

れ
た
標
柱
に
会
員
た
ち
が
ペ
ン
キ

を
塗
り
、
大
橋
竹
峰
さ
ん
が
揮
ご

う
し
た
、
す
べ
て
手
づ
く
り
で
す
。
 

当
日
は
会
員
二
十
二
名
が
設
置
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
 

木
下
会
長
は
「
今
年
度
中
に
も
 
 

う
二
基
設
置
す
る
予
定
で
、
で
き

れ
ば
今
後
も
続
け
て
、
太
宰
ゆ
か

り
の
地

・
文
学
街
道

（
ロ
ー
ド）
 

を
整
備
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
設
置
し
た
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

◇
作
品
名
「
思
ひ
出
」
標
柱
 

●

芦
野
公
園
入
り
口
 

●

明
治
高
等
小
学
校
跡
 

（
現
一
金
木
小
プ
ー
ル
付
近
）
 

●

金
木
第

一
尋
常
小
学
校
跡
 

（
現
】
金
木
病
院
）
 

◇
作
品
名
「
津
軽
」
標
柱
 

●

芦
野
公
園
旧
駅
舎
前
 

国民年金情報 



太
宰

を
し

の
ぶ
⑩
 

太
宰
治
 

婦
馨
（
】
 

と
生
家
④
灘
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

」
瀞
 

木
 
下
 

巽
1
 

報
タ
 

）
務
 

め
彫
け

は

津
潮

真
治
 

'
%
 

．
 

カ
か
ぐ

太
 

、
％
 

ー
 
・
助

功
「
リ
 

、
、
 

‘
、
 
“
β

・
，劉
家

る
川
 

‘
鷲
 

メ
ら
写
宰
 

嘉
子
文
 

津
島
家
の
出
自
に
つ
い
て
太
宰
さ

ん
は
、
「苦
悩
の
年
鑑
」
に
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。
 

〈
私
の生
ま
れ
た
家
に
は
、
誇
る
 

ず
 

べ
き
系
圃
も
何
も
無
い
。
ど
こ
か
ら

か
流
れ
て
来
て
、
こ
の
津
軽
の
北
端

に
土
着
し
た
百
姓
が
、
私
た
ち
の
祖

先
な
の
に
違
ひ
な
い
。
私
は
、
無
智
 

つ
 

わ
 

の
、
食
ふ
や
食
は
ず
の
貧
農
の
子
孫

で
あ
る
。
私
の
家
が
多
少
で
も
青
森

懸
下
に
、
名
を
知
ら
れ
は
じ
め
た
の

は
、
曾
祖
父
惣
助
の
時
代
か
ら
で
あ

っ
た
。〉
 
とあ
る
よ
う
に
、
太
宰
の

生
家
は
、
明
治
の
初
め
こ
ろ
は
、
そ

れ
ほ
ど
津
軽
に
鳴
り
響
い
た
旧
家
で

も
な
く
、
新
興
地
主
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
大
地
主
と
し
て
県
下
に

実
力
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
 

明
治
三
十
八
年
に
没
し
た
太
宰
さ
ん

の
曾
祖
父
惣
助
の
代
か
ら
で
す
。
曾

祖
父
惣
助
は
、
嘉
瀬
の
山
中
久
五
郎

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
安
政
六

年

（
一
八五
九
）
に
数
え
年
二
十
五

歳
で
津
島
家
の
婿
養
子
に
な
り
ま
す
。
 

初
代
源
右
衛
門
 

津
島
家
の
家
系
を
記
し
て
い
る
文

書
に
は
、
「檀
家
累
代
記
・
回
答書

・

津
島
家
歴
史
」
の
三
種
類
あ
り
ま
す
。
 
 特

に
明
治
二
十
九
年
に
記
さ
れ
た
 

「津
島
家
歴
史
」
に
よ
り
ま
す
と
、
 

先
祖
の
中
で
初
代
源
右
衛
門
あ
た
り

か
ら
現
実
的
に
な
り
、
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

初
代
源
右
衛
門
は
幼
時
か
ら
商
業

を
好
み
、
七
歳
で
奉
公
に
で
ま
す
。
 

十
九
歳
の
時
、
中
里
に
婿
養
子
に
行

き
ま
す
が
離
縁
…
。
金
木
に
帰
り
金

木
川
に
か
か
る
大
橋
の
た
も
と
に
仲
 

買
の
よ
う
な

商
法
の
質
流

古
着
商
を
始

め
ま
す
。
 

「無
智
の
、
 

食
ふ
や
食
は

ず
の
貧
農
」
 

と
い
う
よ
り

も
、
才
智
に
 

た
け
利
に
さ
と
い
、
世
の
流
れ
を
鋭

く
つ
か
む
 
「農
商
」
 
であ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
没
年
は
安
永
七
年
 

（
一
七七
八
）
と
も
、
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
と
も
m
lロ
わ
れて
い
ま
す
。
 

代
々
の
惣
助
 

初
代
源
右
衛
門
に
は
先
妻
の
間
に

三
人
、
後
妻
と
の
間
に
四
人
の
子
供

が
い
ま
す
。
後
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
 
 

た
二
番
目
男
児
が
初
代
惣
助
で
す
。
 

野
呂
喜
右
衛
門
の
妹

（
二
女
？
）
を

妻
に
迎
え
、
荒
物
の
店
を
構
え
同
時

に
豆
腐
家
業
も
始
め
ま
す
。
豆
腐
、
 

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
〈
夜
ノ
明
ケ
ヌ
内
ニ
、
 

五
釜
位
ァ
ケ
ル
ナ
リ
〉
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ら
を
仕
込
ん
だ
肴
や
荒
物

と
共
に
木
箱
に
入
れ
て
背
負
い
、
足

を
棒
に
し
て
行
商
に
出
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
金
貸
し
も
し
な
が
ら
、
少
 

し
ず
つ
農
地
を
入手
し
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
没
、
 

七
十
五
歳
位
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
 

初
代
惣
助
の
長
男
永
太
郎
が
、
 

「惣
助
」
と
改
名
し
、
二
代
目
を
四

十
二
歳
の
と
き
に
継
ぎ
ま
す
。
先
代

と
同
じ
く
豆
腐
、
荒
物
等
の
行
商
を

し
、
金
貸
し
を
し
な
が
ら
、
借
金
の

カ
タ
に
手
を
入
れ
た
農
地
を
し
っ
か
 
 

り
守
り
、
慶
応
三
年

（
一
八六
七
）
 

没
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 こ
の
一
一

代
目
惣
助
に
は
三
男
二
女
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
二
、
三
男
は
早
逝
、
長

男
惣
四
郎
が
跡
を
継
ぎ
ま
す
。
だ
が
、
 

そ
の
惣
四
郎
も
若
く
し
て
安
政
四
年
 

（
一
八五
七
）
に世
を
去
り
ま
す
。
惣

四
郎
の
忘
れ
形
見
が
、
太
宰
の
祖
母

長
女
い
し
で
す
。
 

曾
祖
父
惣
助
 

そ
れ
よ
り
十
二
年
先
、
弘
化
二
年
 

（
一
八四
五
）
に二
代
目
惣
助
の
先
妻

が
病
死
。
惣
助
は
、
鯵
ケ
沢
か
ら
館

山
長
太
郎
の
娘
か
ね
を
後
妻
に
迎
え
、
 

安
政
元
年
に
惣
五
郎
と
い
う
男
児
が

誕
生
。
だ
が
、
頼
り
に
し
て
い
た
長

男
の
惣
四
郎
が
死
亡
、
惣
五
郎
は
ま

だ
幼
い
。
そ
こ
で
金
木
の
大
橋
家
に

嫁
い
だ
が
、
女
児
を
出
産
し
た
と
こ

ろ
で
夫
と
死
別
し
て
い
た
二
代
目
惣

助
の
長
女
き
さ
が
、
子
供
と
共
に
津

島
家
に
も
ど
っ
て
来
て
婿
養
子
を
迎

え
ま
す
。
 そ
れ
が
山
中
勇
之
助
、
の

ち
の
三
代
目
惣
助
、
太
宰
さ
ん
の
曾

祖
父
で
す
。
 

そ
の
こ
ろ
、
養
父
惣
助
数
え
五
十

三
歳
、
後
妻
か
ね
四
十
三
歳
、
そ
の

子
惣
五
郎
六
歳
、
妻
き
さ
二
十
八
歳
、
 

妻
の
連
れ
子
よ
そ
八
歳
。
そ
れ
に
惣

四
郎
の
遺
児
い
し
三
歳
。
若
い
婿
養

子
の
肩
に
は
大
変
な
重
み
で
あ
っ
た

と
思
う
の
で
す
。
 二
十
五
歳
の
勇
之
 
 

助
は
、
ひ
た
す
ら
働
き
続
け
ま
す
。
 

婿
養
子
を
迎
え
て
八
年
た
っ
た
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
七
日
、
一
一

代
目
惣
助
が
他
界
。
勇
之
助
が
家
督

を
相
続
し
、
三
代
目
惣
助
を
襲
名
し

ま
す
。
数
え
三
十
三
歳
、
明
治
維
新

の
前
の
年
の
こ
と
で
し
た
。
 

曾
祖
父
三
代
目
惣
助
は
、
先
代
と

違
っ
て
油
と
荒
物
の
行
商
を
始
め
ま

す
。
大
き
な
引
き
出
し
が
つ
い
た
木

の
箱
を
背
負
っ
て
、
食
料
の
菜
種
油

や
白
絞
油
、
び
ん
つ
け
油
、
灯
油
 

（
菜
種油
）
等
の
生
活
必
需
品
の
他
、
 

櫛
、
か
ん
ざ
し
、
足
袋
の
コ
ハ
ゼ
等

を
入
れ
、
さ
ら
に
呉
服

（
古
着
）
も

加
え
て
行
商
、
勿
論
金
貸
し
も
す
る

な
ど
、
 〈
日
夜刻
苦
勉
励
シ
テ
各
種

ノ
商
業
ヲ
営
ミ
、
日
々
繁
盛
ノ
域
ニ

達
シ
〉
、
と
あ
り
、
明
治
維
新
後
は

村
で
二
番
目
の
資
産
家
、
小
地
主
に

の
し
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
 

〈
昨
年
私は
甲
府
市
の
お
城
の
傍

の
古
本
屋
で
明
治
初
年
の
紳
士
録
を

ひ
ら
い
て
見
た
ら
、
そ
の
曾
祖
父
の

実
に
田
舎
く
さ
い
ま
さ
し
く
百
姓
姿

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
力
た
。〉
と
、
 

太
宰
さ
ん
は
「
苦
悩
の
年
鑑
」
に
、
 

曾
祖
父
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
ま

す
。
が
、
そ
の
田
舎
く
さ
い
、
百
姓

姿
の
惣
助
こ
そ
が
、
地
主
貴
族
津
島

家
の
礎
を
つ
く
り
、
多
額
納
税
者
で

貴
族
院
議
員
有
資
格
者
の
一
人
ま
で

に
な
っ
た
の
で
す
。
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こ
の
度
四
月
一
日
付
で
公
立
金
木

病
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
杉
山
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
広
報
か
な
ぎ
の
 
「金
木
病

院
カ
ル
テ
」
 
に掲
載
さ
れ
た
記
事
を

見
ま
す
と
、
病
気
や
健
康
に
関
す
る

内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
私
も
専
門

分
野
の
病
気
の
こ
と
を
と
考
え
ま
し

た
が
、
新
任
院
長
の
第
一
回
目
の
記

事
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
自
己
紹
介

を
や
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
金
木
病
院
勤
務
は
私
に
と
り
ま

し
て
は
、
こ
れ
が
二
回
目
に
な
り
ま

す
。

一
回
目
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら

四
十
二
年
に
か
け
て
の
一
年
半
、
外

科
医
員
と
し
て
勤
務
致
し
ま
し
た
。
 

当
時
の
病
院
の
建
物
は
鉄
骨
、

一
部

木
造
モ
ル
タ
ル
造
り
の
二
階
建
、
別

棟
に
伝
染
病
棟
が
あ
り
ま
し
た
。
院

長
は
弘
前
大
学
第
二
外
科
で
は
私
の

大
先
輩
に
当
た
る
鳴
海
弘
泰
先
生
で

し
た
。
常
勤
医
は
八
人
で
、
現
在
と

は
交
通
事
情
が
違
う
せ
い
か
、
全
員

家
族
と
一
緒
で
し
た
。
私
は
前
回
も

今
回
も
家
内
と
二
人
で
金
木
に
参
り

ま
し
た
。
前
回
は
金
木
在
住
中
に
家

族
が

一
人
増
え
ま
し
た
が
、
今
回
は
 
 

そ
の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

医
師
住
宅
が
足
り
な
い
た
め
弘
大
農

場
近
く
の
借
家
に
入
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
金
木
駅
そ
ば
の
津
鉄
の
踏
切

を
横
切
っ
て
病
院
に
通
勤
し
て
い
ま

し
た
。
 

金
木
病
院
退
職
後
は
弘
前
大
学
病

院
第
二
外
科
で
研
修
、
昭
和
四
十
四

年
に
助
手
に
採
用
さ
れ
、
大
学
卒
業

後
七
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
国
家
公

務
員
の
給
料
に
あ
り
つ
き
ま
し
た
。
 

金
木
病
院
退
職
後
の
二
年
間
は
、
も

う
既
に
二
十
五
年
以
上
前
に
な
く
な

っ
た
副
手
と
い
う
名
の
無
給
医
局
員

で
し
た
。
経
済
的
に
は
も
っ
と
も
苦

し
い
時
代
の
ー
つ
で
し
た
。
第
二
外

科
に
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
ま
で
勤

務
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
四
十

八
年
四
月
か
ら
五
十

一
年
九
月
ま
で

の
三
年
半
、
山
形
県
立
河
北
病
院
外

科
医
長
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
河
北

病
院
赴
任
時
の
外
科
医
は
金
木
病
院

よ
り
少
な
い
二
人
で
し
た
が
、
第
一
一

外
科
に
転
勤
す
る
時
は
五
人
に
増
員

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
年
は
胃

癌
、
大
腸
癌
、
胆
石
な
ど
の
消
化
器
 
 

手
術
を
中
心
に
全
身
麻
酔
手
術
数
が

五
百
例
近
く
で
、
多
忙
な
毎
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十

一
年
十
月

か
ら
は
第
二
外
科
講
師
と
し
て
、
当

時
の
大
内
清
太
教
授
に
食
道
か
ら
十

二
指
腸
ま
で
、
主
に
胃
癌
、
胃
・
十

二
指
腸
潰
蕩
、
食
道
癌
な
ど
を
手
術

す
る
上
部
消
化
管
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
 

フ
と
し
て
診
療
や
臨
床
研
究
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
医
学
部
助
教
授

に
昇
任
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら

は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
教
授
と
し

て
こ
の
三
月
ま
で
勤
務
致
し
ま
し
た
。
 

河
北
病
院
か
ら
戻
り
ま
し
て
か
ら
の

二
十
三
年
間
は
、
大
学
で
専
ら
医
学

生
、
看
護
学
生
お
よ
び
若
い
外
科
医

の
教
育
、
さ
ら
に
研
究
、
診
療
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
の
で
、
事
務
的
に
は

浦
島
太
郎
の
よ
う
な
面
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
診
療
面
で

は
外
科
医
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の

の
ー
つ
で
あ
る
手
術
に
つ
い
て
は
、
 

こ
れ
ま
で
診
療
の
第

一
線
で
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
の
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
が
外
科
医
と
し
て
働
い
て

き
た
弘
前
大
学
第
二
外
科
は
、
胃
、
 
 

食
道
、
大
腸
、
肝
臓
、
胆
嚢
、
嘩
臓

疾
患
な
ど
を
対
象
に
す
る
消
化
器
外

科
を
中
心
に
、
甲
状
腺
、
乳
腺
、
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
の
一
般
外
科
が
専
門
で

す
。
生
体
肝
臓
移
植
手
術
で
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
上
で
皆
様
に
は
何
度
か

お
目
に
か
か
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
専
門
分
野
の
診
療
面
で
は
、
 

最
新
、
最
高
レ
ベ
ル
の
外
科
治
療
を

提
供
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
専
門
外
の
特
殊
な
分
野
や
大

規
模
な
医
療
器
械
を
要
す
る
手
術
を

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
疾
患
が
金
木

病
院
で
治
療
可
能
と
思
い
ま
す
。
 

病
棟
の
回
診
は
こ
れ
ま
で
の
三
十

五
年
間
で
出
張
な
ど
で
自
宅
を
留
守

に
し
た
時
以
外
、

一
度
も
休
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
金
木
病

院
に
入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
も

し
私
が
病
棟
に
顔
を
見
せ
な
か
っ
た

日
が
あ
れ
ば
、
 「院
長
は
出
張
で
い

な
い
ん
だ
な
、
金
木
に
い
て
も
会
議

な
ど
で
こ
れ
な
い
ん
だ
な
」
と
思
っ

て
下
さ
い
。
回
診
は
外
来
診
療
開
始

前
の
朝
七
時
こ
ろ
か
ら
と
終
了
後
の

タ
方
五
時
こ
ろ
か
ら
で
す
。
こ
れ
は

日
中
に
看
護
婦
さ
ん
と
一
緒
に
病
室

に
行
き
、
ガ
ー
ゼ
交
換
な
ど
を
す
る

回
診
と
は
違
い
ま
す
。
病
棟
詰
所
で

温
度
板
を
見
て
看
護
婦
さ
ん
の
話
を

聞
き
、
病
室
で
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
方
と
話
を
し
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
そ
の
日
の
病
状
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
、
各
種
の
検
査
と
同
様
に
診

療
上
極
め
て
重
要
な
も
の
の
ー
つ
と
 
 

考
え
て
い
ま
す
。
朝
の
回
診
が
七
時

こ
ろ
な
の
は
、
大
学
病
院
で
は
朝
か

ら
手
術
が
始
ま
る
た
め
、
八
時
十
分

こ
ろ
に
な
る
と
手
術
室
に
入
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
朝
の
回
診
は
そ
の
前
の

時
間
帯
の
七
時
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
 

タ
方
の
回
診
は
手
術
、
講
義
あ
る
い

は
会
議
終
了
後
な
ど
で
、
タ
方
に
な

る
の
が
普
通
で
し
た
。
金
木
病
院
に

院
長
と
し
て
来
た
か
ら
無
理
を
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
通

り
の
い
つ
も
の
自
分
の
ベ
ー
ス
を
守

っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
 

昔
に
比
べ
金
木
病
院
の
外
観
は
、
 

と
て
も
立
派
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ど
こ
の
病
院
で
も
同
様
で
す
。
 

し
か
し
、
問
題
は
中
身
で
す
。
非
力

で
は
あ
り
ま
す
が
患
者
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
地
域
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
 

こ
の
三
月
か
ら
小
児
科
は
佐
々
木
伸

也
先
生
が
、
四
月
か
ら
整
形
外
科
は

若
井
裕
司
先
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
常
勤

医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。
但
し
、
整
形
外
科

は
診
療
日
が
多
少
変
則
的
で
す
の
で
、
 

来
院
前
に
病
院
に
ご
確
認
下
さ
い
。
 

整
形
外
科
医
不
在
時
は
、
外
科
で
対

応
致
し
ま
す
。
ま
た
、
眼
科
は
毎
週

月
曜
日
と
金
曜
日
、
そ
れ
に
奇
数
週

の
土
曜
日
、
皮
膚
科
は
水
曜
日
に
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
利
用
下
さ
い
。
 

(ii）広報かなぎ 



4 月末現在 前年同月比 

男 5,818人 △ 33人 

女 6,378人 △ 61人 

計 12,196人 △ 94人 

世帯数 3,947 	 7 

伝
 
言
 
板ー

 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

四
月
七
日
 

み
ち
の
く
銀
行
金
木
支
店
前
 

（
腕
時
計）
 

四
月
十
日
 

金
木
三
軒
町

・
酒
の
バ
リ
バ
リ
前
 

（
カ
ギ付
き
キ

ー
ホ
ル
ダ

ー
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
 

署
落
し
物
係
ま
で
。
 

。
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

古 

金金喜金金金 
良 

木木市木木木 
、つ
 

「野村し

の

ぶ（良

二

）金 

木 白

川 慎

一 （

81

才） 

金金金金金

木木木木木 

宮川 

金金蒔嘉神喜嘉金 
良 

木木田瀬原市瀬木 

川
 
稜

人

（
純
一
）
 

竹
内
 
米

作
（

7
5才
）
金
 
木
 

葛
西
 

つ
 
よ
（
m
才
）
喜
良
市
 

斎

藤
 
重
清

（
8
1才
）
嘉
 
瀬
 

徳

田

菖
之
丈
（

8
9才
）
 金嘉金金

木瀬木木 

白

川
 
ツ
 
ョ
（
引
才
）
 

野

宮
 
武
雄

（
6
6才
）
 

吉
田
 
ミ
 

セ
（
引
才
）
 

お

く
や
み
 

暴
こ
撫
「
一
議
」林
 鷺
翼
一
携
＼良
（
 

露
証
作
一
難」
）
 
携
川熱
一「”
一一
蕪
 

（
藤
元
 
泰
志

（
由
光
）
喜
良
市
 
田
中
 

貞
橘
（

7
6才
）
 

こ
の
欄
は
、金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

人

口
と

世
帯
 

お

め

で
と
 

山
中
 
憾

平

（
純
一

藤
巻
 
百

恵
（
裕
一
一
）
 

奈
良
岡

春
香
（

邦
康
）
 

今
 
魔
虹

（
晴
央
）
 

石
岡

弥
揮
也

（
直樹
）
 

四
月
届
出
分
 

戸

生
ョ
 

ーI
籍

＞
 

ま

の
＆
 

‘
窓
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

前
田
携

昏

（
孝樹
）
金
 
木
 
白

川
 
春
男
（
6
7才
）
 

成
田
 

萌
華

（
一
俊
）
藤
 
枝
 
鎌
田
 

タ
 
マ
（
7
5才
）
 

桑
田
長
太
郎
（

8
9才
）
 

前
田
 

清
三
（

7
4才
）
 

山
中
 
ミ
 
ヒ

（
7
8才
）
 

はじめま して 

(
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七, 	! 
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× 
み 	き 	や 

弥揮也 
まわし姿が似合うべがあー 

（藤枝のじっちゃより） 

もも 	え 
宙’ 百 	”い 

健康に育ってほしい 

（両親より） 

、
 

、
  

鵬
、
  

，
 

、

、
  

、

J
  

ミプ’4 

声 	r或‘ 

誓‘ z 
る 

	

も 	カ1 

萌 	華 

新緑のように健やかに育っ 

	

てほしい 	（父 ー俊より） 

りよう 	と 

稜 	人 
わんぱくでもいいたくましく

育ってほしい（父 純一より） 

サかなぎ公民館ブライダル情報・ 
HApp Y いec!dinq 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」（企画‘ 

進行＝事務局「金木町中央公民館」）によりカップル 

となられた若いお二人をご紹介いたします。 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中

央公民館にご相談ください。すべて事務局が手配いた

します。(丑 5 3 一 3581） また、お二人のお名前

と結婚記念日を刺しゆうした豪華桐箱入アルバムの記

念品等々たくさんの特典があります。 

広報かなぎ (12) 


